
学会だより  

OR学会だより訳芸芸蒜完／義ノ芸→単票  

珍日本オペレーションズ・リサ叫チ学会   

学生論文賞の論文募集  

OR学会の発展は，将来の優秀なOR研究者および  

OR実務担当者の養成いかんにかかっています．その  

一助として，日本OR学会は，昭和58年度より，ORに  

対する学生の関心を高めかつ大学におけるOR関係学  

科問での情報交流にも役立てるため，学生会月の卒業  

論文，修士論文の中から，毎年優秀なものを選び，「日  

本オペレーションズ・リサーチ学会学生論文賞」とし  

て表彰することを実施しております．   

つきましては，下記応募要領で広く学生会月から論  

文を募集することとなりましたので，ふるってご応募  

ください．また，指導教官（教員）の方々にもぜひご  

勧誘くださるようお願い申し上げます．   

く応募要領〉  

1．応募資格1999年3月に学部を卒業，あるいは修   

士課程を修了する会員で，ひきつづき学生会眉ある   

いは正会員である者．  

2．応募手続  

（1）提出書類 ①論文要約（A4判で3枚以内）2部  

②学会員である指導教官（教員）の推  

薦状1部（推薦状は学会所定の用紙  

としますので，学会事務局宛ご請●求  

ください）  

（2）提出先 日本OR学会 表彰委員会  

（3）応募締切 3月31日（必着）  

3．表彰 受賞者には，OR学会研究発表会その他適   

当な機会に賞牌を授与するとともに，受賞論文の要   

約をOR誌に掲載して表彰する．  

4．その他 選考過程で第1次の受賞候補論文となっ   

たものについてはその全文のコピーとOR誌掲載用   

の論文要約（学会指定）を各3部提出しなければな   

らない．   

珍平成11年度通常総会   

日 時：4月22日（木）15：00～17：00  

会 場：学士会分館（赤門）  

〈営団地下鉄丸の内線本郷三丁目下車〉  

珍第41回シンポジウム（大阪）   

日 時：3月22日（月）13：00～17：30  

場 所：大阪国際大学（大阪府枚方市杉3－50－1）  

テーマ：「確率モデルのフロンティア」  

実行委員長：田畑吉雄（大阪大学）  

プログラム概要：  

1．複数の到着流をもつ単一サーバ待ち行列  

滝根哲哉（京都大学）  

2．ジャストインタイム生産システム  

大野勝久（名古屋工業大学）  

3．ソフトウェア信頼性評価における最近の話題  

土肥 正（広島大学）  

4．金利期間構造の推定についての最近の話題  

白川 浩（東京工業大学）  

参加費：正・賛助会員3，000円，学生会月1，000円，非   

会員3，000円（当日受付にてお支払いください）  

聞合せ先：〒560－0043 豊中市待兼山町1－7   

大阪大学大学院経済学研究科   

田畑吉雄 Tel．06（6850）5241   

E山mail：tabata＠econ．osaka－u．aCjp   

大西匡光 Tel．06（6850）5234   

Eqmail：ohnishi＠econ．osakaTu．aC．jp  

（協賛：（依頼中）日本数理科学協会）   

珍平成11年度春季研究発表会   

日 程：3月23日（火）～24日（水）研究発表会  

3月25日（木）  見学会  

場 所：大阪国際大学5，6，7号館（大阪府枚方市杉   

3－50－1）  

（JR学研都市線長尾駅より徒歩約15分，または京阪電   

鉄本線枚方市駅より京阪バスで約30分）  

特別テーマ：「ORのグローカリズム」   

グローカリズム（Glocalism） 発想はGlobalで，  

活動はLocalにという意味で，市民活動家とか啓蒙的  

な首長により使われ始めた和製英語である．全体を見  

渡して考える一方，行動は地道にというこれからの  

OR活動を示唆したものである．まさに混迷の日本を  

救うのがORグローカリズムである．  

実行委員長：西田俊夫（大阪国際大学学長）  
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実行副費最長：田畑吉雄（大阪大学経済研究科），田村   

坦之（大阪大学基礎二m学研究科），寺岡義仲（大阪府   

立大学給食料学部）  

魯伽願：正脾賛助会員6，000閏，学生会眉2，000悶，非   

金屑㈲㈹の悶  

登壇料二非全局のみ2，000閤／件（本学会の許可が必要）  

特別講演：一般公開埴入場無料   

3月23圏（火）13：3ゆ～14ニニ30  

伊藤利朗氏（三菱電機株式会社顧閏）   

「ン叩ムレスオフィス環境における創造的生産管理」   

3月23日（火）16：40～17ニ40  

富田和男氏（京都大学大学院経済学研究科教授）   

「複雑系と社会システム」   

3月24日（水）乱1：1¢～12：10  

M五1訊mVlach氏（北陸先端科学技術大学院大学教授）   

「肝盈irmivisiom二AChalle喝eforのR」  

懇親愈ニ 3月23日（火）午後6時より  

参加艶：5，000円  

凰学会：3月25日（木） 9：00～16：00  

見学先：阪急梅田TTC（TotalTra班c Comtrol）   

Sys生emnッ宝塚歌劇の防災施乱空調施設の制御装置   

オプション 手家治虫記念会館9 その他  

教諭酸∴い肌聞（昼食代9 その他）  

定 厳：3¢名（先着）  

聞合せ兜：実行委眉会庶務担当   

大阪大学工学研究科 石井博昭   

Teluの6（6879）7S68 Fax。06（6879）787且   

監【ma立i：亙s仇亙孟払a＠ap，emg。OSaka－M。aC“jp   

本大会に関するホームページを如tpノ／のR即‘mis。   

oiⅥ。aC。jp／sympo9帥m組ex加mlに開設しましたの   

でご覧ください。  

築山 誠（三菱電機㈱産業システム研究所）  

2趨「照明空間デザインと官能評価のモデルノ化」  

米附さつき（松下電Ⅱ二㈱システム開発センター）  

凱「原子燃料の炉心内配置の最適化：GA，SAの適用   

事例」   

山本章夫（原子燃料二正業㈱），橋本 寛（㈱田本捻研）  

射「配送経路食通化の適用：銀行における配送を例   

として」   

岡野裕之 川「本アイゆピー。エム東京基礎研究所う  

51い】連続焼鈍炉の生産スケジューリングシステム」  

岩谷敬治（神戸製鋼㈱盤産技術研究所）  

6①「石油精製プラントにおけるインテリジェント制   

御の適用事例について」   

谷 勝次（出光興産㈱出光システム捜術センター）  

参加艶：iト賛助会員6，000閏，学生会眉2，000円，非   

会員6，0¢0円（ただし，交流会登轟者は研究発表会参   

加資格あり）  

間食せ兜ニ〒6068501京都市左京区署田本町 京都   

大学大学院Ⅱ学研究科建築学専攻 加藤直樹  

（E－m訊ilニmaoki＠archi。kyoto一肌．aC山jp）   

珍平成胤鳳飾磨秋草研究発表会   

閻 程：9月2の団（月）～21田（火）研究発表会  

9月22日「し水）  兇学会  

場 所：成躍大学（武蔵野市吉祥寺北町3－3仙り  

実行委農濃三上闘 徹（成踵大学）   

珍研究部会①グル叫プ開催案内   

〔2乱健紀＆ニお＆サる交通曲流通システム〕  

∞窮鼠0閻  

闊 噂：2月ユ9Ⅲ（金）18：00～20：00  

場 所：東洋経済新報社ビル（田本橋）  

前脚苛濃講師：「首都圏の鉄道。高速道路に関する幾つ   

かの話題」八戸英夫9 他卒論生6名（工学院大学）  

聞合せ先∴ニュニ学院大学 八戸英夫   

′］「elnO3（3342）］L2且1内線2423   

E－ma三1：飢791且4＠ms．kogakuin。aC，jp  

！、∴－・ニー・・l   

－ヰ、・    －、、  

悶 時：2月20田（土）13：30～16：00  

場 所：成膜大学資料館（苫禅寺駅北側。ノヾス1，2   

番乗場℡成践学園前「F車，正面を入って右側，守衛   

所のすぐ党ヲ 雷神寺駅より徒歩20分），大会議室  

・∴－・ 

オペレーションズ∩リサーチ   

田本⑳陀学会「企業事例交流会」（第3圃）   

企業事例交流会は，企業におけるのR実践の事例を9  

問題の発盤からさまぎまな苦労を経て，解決に至る苦  

労話を提供して頂く場ですり この交流会によって0隠  

の適用事例を広く学会会眉に宣伝し大学く一研究所と企  

業の関係をより緊密にするという趣旨で一昨年から開  

催されています昭  

闘 職三 3月24日（水）10：00～17ニ00  

場 所：大阪国際大学5号館101大講義室（枚方市杉3   

」和上且）  

プログラム（発表予定：テ叫∇と講師）  

且。「の隠捜術とその適用システム製品」  

閑（40）  
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日 時：2月10日（水）18：30～21：00  

場 所：学士会館（神田錦町3－28）  

テⅦマ：「ホワイトカラーの生産性日米比較」  

講 師：草間 徹氏（トーマツ・コンサルティング㈱   

シニアマネジャー）  

参加費：丸の内OR研究会全局（無料）  

非会員（3，000円）当日受付でお支払いください．ただし，  

参加については1週間前までにお問い合わせください．  

問合せ先：トーマツ・コンサルティング㈱ 山本真土   

Tel．03（3457）6745   

⑳助成案内   

・（財）大川情報通信基金平成11年度研究助成募集  

助成対象分野：情報・通信に関する研究・調査  

助成対象：情報・通信分野に関する研究機関，教育機   

関における研究者  

助成金：1件100万円  

応募締切：3月15日（月）必着  

問合せ先：財団法人大Jll情報通信基金事務局   

〒163－0227 新宿区新宿2－6－1新宿住友ビル27階   

㈱CSK内 Tel：03（5321）3988 Fax：03（5321）3959   

E－mail：00KAWAKIKIN KD＠cii．csk．co．jp   

http：／／www．csk．co．jp／tof／fdnjOOO．html   

珍公募案内   

・東京工業大学大学院 社会理工学研究科  

募集人員：助手（社会数理講座）1名  

担当科目：情報系演習および数理系演習を担当可能で，   

専攻のネットワークシステムの管理，運用を行う能   

力をもつ方  

応募資格：大学院修士課程修了以上またはこれと同等   

の学識を有する方  

着任予定時期：平成11年度のできるだけ早い時期  

提出書類：履歴書，研究業績リスト，その他  

応募締切：平成11年2月19日  

間合せ先：〒152－8552 目黒区大岡山2－12－1   

東京工業大学大学院社会理工学研究科価値システム   

専攻気付 社会数理講座助手選考委月長   

詳しくはhttp：／／www．valdes．titech．ac．jp／をご参照   

ください．   

⑳他学協会案内   

・第29回信頼性・保全性シンポジウム（協賛）  

テーマ：「新たな時代を拓く信頼性mシステム化，オ  

（41）99   

（1）「重複評価を含む不完全情報下でのAHPに対する   

一考察－minmax分数計画問題によるモデル化と   

適用例一」  浦川富士人（静岡大学）  

（2）「グループ企業の経営効率に関する分析岬親会社と   

の比較による－」  本多正猪（東京理科大学）   

その他，成膜大学よりFuzzy数理，各種の評価・推  

定法に関する研究が発表される予定．  

問合せ先：NTTマルチメディアネットワーク研究所   

篠原正明   

Tel．0422（59）2495 Fax．0422（59）2829   

Ermail：sinohara＠hashi．tnl．ntt．co．jp  

〔待ち行列〕  

日 時：2月20日（土）14：00～16：30  

場 所：東京工業大学 本館1－94号室  

テーマと講師：  

（1）「StochasticCounterpart法による生産システムの   

最適化」   

山下英明（東北大学），石塚 陽（上智大学），Z．Heng  

（上智大学）  

（2）「コンピュータシステムの自動スリープ機能を設計   

するための統合化モデル」 岡村寛之（広島大学）  

問合せ先：筑波大学 大学院経営システム科学   

牧本直樹   

Tel．03（3942）6874 Fax．03（3942）6829   

E－mail：makimoto＠gssm．otsuka．tsukuba．ac．jp   

⑳会合案内   

〔第185回新宿OR研究会〕  

日 時：2月16日（火）12：00～13：30  

場 所：東天紅会議室（新宿センタービル53F）  

テーマニ「直観的判断を客観的に統合化する方法－   

AHP，ANPについて」  

講 師：高1喬磐郎先生（日本大学生産工学部教授）  

参加費：3，000円  

問合せ先：日本OR学会事務局（関口）  

〔第186回新宿OR研究会〕  

日 時：3月16日（火）12二00～13：30  

場 所：東天紅会議室（新宿センタービル53F）  

テーマ：「情報化時代のOR」  

講 師：水野幸男氏（日本電気顧問・日本OR学会会   

長）  

参加費：3，000円  

問合せ先：日本OR学会事務局（関口）  

〔第65回丸の内OR研究会〕  
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